
◆冷蔵庫を購入して思ったこと、思い出したこと。◆

先日、14年ぶりに冷蔵庫を購入しました。まだまだ使えそうでしたが、消費税増税前にとい

うことで妻からの提案もあり購入することにしました。

　私は飲み物をとる時にしか冷蔵庫を開けないので、どの機種がいいのか全く興味はなく、選

択は妻に任せました。妻は複数のメーカの機種の中から、使用頻度が高いであろう機能が付い

た冷蔵庫1点に絞ったようで、その冷蔵庫を購入しました。

　新しい冷蔵庫が我が家に到着して使い始めましたが、付加機能を全く使わない私にはどう

も以前の冷蔵庫の方が良かったように思います。以前の冷蔵庫は野菜室が真中にあり、そこか

らお茶などの飲み物を取り出していました。しかし、新しい冷蔵庫の真中は冷凍室で野菜室は

一番下にあります。下まで屈んで重量物を取り出す・・・、腰痛持ちの私にはこれが辛い。また、

以前の冷蔵庫のときの癖で未だに真ん中の冷凍庫を開け、その後に改めて下の野菜室をあけ

るという二度手間をやっています。機能も大切ですが、今までの冷蔵庫の配置も考慮して決め

るよう言えば良かったなと思います。妻は問題なく使っているので、私の思考の柔軟性の無さ

が問題なのかもしれませんが･･･。

　以前は野菜室が真中の冷蔵庫も色々あったように記憶

していますが、現在は、冷凍室が真中の機種が主流のよう

です。これは重量のあるコンプレッサーは冷蔵庫の最下部

に設置されることが多いのですがコンプレッサーは熱源

にもなります。そうすると、冷蔵庫の中で最も低温にする

必要がある冷凍室を、コンプレッサーから遠ざけることに

より冷凍室の温度が上昇しにくくなり省エネに有利にな

るということのようです。

ところで、私が知財の仕事を始めて間もないころ、特許出願明細書を書くための勉強会で、『明細書の

書き方しだいで「野菜室を真中に配した冷蔵庫」でも特許が取れる。』と聞いた記憶があります。通常、単

に「冷蔵庫の真中に野菜室を配置する」だけでは、どこに配置するかは設計事項であり発明ではないとし

て拒絶され、特許をとることは困難だと思います。しかし、これまでに野菜室が真中にある冷蔵庫が無く

（新規性があり）、腰の高さ付近に野菜室があることにより、冷凍室や冷蔵室に入れる品物よりも重量の

ある野菜を取り出しやすくなるという明確な効果があることを説明できれば特許を取得する可能性が

あるということです。色々と勉強させていただく機会はあったもののあまり記憶に残っていないことが

多い中で「そんなことで特許が取れたり取れなかったりするのか」と非常に記憶に残っています。

｠

同様な例として、折り畳み式の携帯電話を安定して保持することができるように「折り畳み式の携帯電

話のバッテリーを操作ボタンが配設された筐体側に設ける」という例もあります。この2つの例の特許

は、ユーザーにとって使い勝手のよい商品を提供しようとしたとき、他社が使用せざるを得ない特許と

なります。

｠

　このように、製品の一部の構成であっても特許を取得することは可能です。それが他社製品よりも

ユーザーの利便性に結びつくようなものであれば、他社に対して強力なアドバンテージになり得ます。

完成品でなければ特許を取得できないというわけではありません。一部の機能でもお客様にとってメ

リットがあり、そのメリットを提供するための工夫が「なるほどね～」と思えるようなものであれば、良

い特許が生まれるかもしれません。

｠

　しかし、このような発明は、設計者が普段の設計業務の中から生まれてくることが多く、技術者自身

が「発明をした」という認識がないことが多いように思います。そのため、発売後に「特許を出しておけ

ば…。」と悔しい思いをすることになります。後からそんな思いをしないためにも、特許のネタ探しも知

財総合支援窓口ではご支援を行いますので、是非お声賭けいただければと思います。

◆ 日　時 令和元年9月24日（火） 14:05～14:50
◆ 企　業 アイコンヤマト（株）
◆ 講　師 新 啓太朗 様 ・ 谷尾 善治 様
◆ 小学校 鳥取市立若葉台小学校
◆ 対　象 6年生 36名
◆ 内　容 測量学習とドローン操縦体験

★児童アンケートより★
　・トータルステーションというものがあることがわかったし、見れて良かった。
　・測量のことについて詳しくわかった。測り方やメリット・デメリットなどもわかった。
　・トータルステーションを覗いたとき、とてもきれいに映像が映っていてびっくりしました。 
　  1mm単位で測れると聞いて思わず「なんで?」と言ってしまいました。
　・本物のドローンが見れて良かったです。操縦や写真撮影を外でやってみたかったです。
　・ドローンの操縦は難しかったけど楽しかったです。とても便利だと思いました。
　・今まで測量についてあまり興味が無くそんな仕事があるなんて知らなかったです。
　  お話を聞いているうちに、おもしろそうだなと思いました。

　『ドローン「ファントム」を広々とした校庭で操縦し
てみたい!』と、大変楽しみにしておられた若葉台小学校
の児童の皆さんと先生。残念ながら台風の影響であい
にくの雨模様となり、校庭から体育館へ場所を変更し
ての授業となりました。授業では、アイコンヤマト（株）
様の会社概要を説明していただいたのち、測量につい
てお話をしていただきました。次に、測量チームと、ド
ローンチームに分かれて実際に機器を使って学習をし
ました。測量チームは、トータルステーションを使って
距離の測定をし、ドローンチームは、超小型ドローンを
実際に操縦し、体育館内を自由に飛ばしてみました。実際に距離の測定やドローン操縦をするのは初め
ての児童ばかりで、大変盛り上がり楽しそうに学んでいました。最後に、ドローン「ファントム」を講師
の方に操縦していただき、体育館内の高い位置から集合写真を撮影して授業終了となりました。

ドローン「ファントム」で撮影した集合写真

測量器 トータルステーション

アイコンヤマト（株） 新さん

アイコンヤマト（株） 谷尾さん

ドローン「ファントム」

企業連携出前授業　第3回


